
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ナワーブ(アサシン)

コート

レクイエム

ロマネスク

絶望

0

花園

11
死体の山

国威徴兵

終末後

手を繋ぐ

医者

目の前でバタバタと人が倒れ、痙攣しながら死んでいく。見えない銃で撃たれたように。あなたは一人、ぼんやりとそれを見ている。やがて、保護服を着た一団がやってきた。それから……それから、何があったのだろう？

国のためにと、幼い身でも兵として送り出される。周囲が拒否を許さない。あるいはあなたも栄光を感じたか。英雄として送り出され。撃つこともできない銃を手に、前線へと向かい……そして、おそらく死んだ？

世界は滅び、残された人類が助け合い、憎み合い、争い合って……じわじわと破滅していく。諦めと共に、あなたはその様を見ていた。あなたは生き残りだったのか。あるいは、特殊な傍観者だったのか？

幼い頃から国の兵として駆り出され、人を殺めてきた自分の手。その手に、誰かの手が重ねられる。「　私は　君のこの手が好きだよ　」事情を知っているのか知らないのか、なんでも知っているかのような態度の目の前の人は自分にそう言った。あの時自分はどう思ったのだろうか。目の前にいた赤は、自分にとってどんな存在だっただろうか。また、手を繋ぐことがあるのだろうか。

あなたはとある医者に会った。それがいつだったかは覚えていない。医者は自分に言ったのだ。「君達を助けてあげよう」藁にすがる思いだったあなたは、医者の言葉に頷いた。それからどうなっただろう、自分は助かっているのだろうか？うろ覚えのその医者の顔に、声に、違和感を覚えながら　その日あなたは眠りについた。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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対象の「ラピッド」「ダメージ」「ジャッジ」マニューバ1つの効果を取り消す。

任意の攻撃マニューバ1つを「ラピッド」で使用してよい。

攻撃判定マニューバの攻撃判定において、出目+1してもよい。

Lv3改造パーツを追加で1つ取得。
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肉弾攻撃１

支援2

支援2

最大行動値+1

肉弾攻撃１

支援１

移動１

射撃攻撃2+連撃1

支援2か妨害2

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

使い込まれたグルカナイフ。

移動１

移動１

妨害１

最大行動値+1
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